
サステナビリティ　　 低炭素社会への貢献

CO2 排出量ゼロへ。
低炭素社会への貢献
世界的に気候変動に対する問題意識が高まる中、長期的

な環境ビジョン（エコビジョン）を定め、自社としてエネルギー

消費量の削減、使用効率化、再生可能エネルギー化に、お

取引先様・お客様と共にCO2排出量の削減に取り組むこと

で、地球温暖化・大気汚染の防止に貢献し、地球環境が持

続可能となる社会を目指します。

● CO2 排出量（Scope1・2）
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環境に関するイニシアティブへの参加

気候変動に対する企業としての取り組みを明確にするため、

各種イニシアティブへの参加を表明しています。

●SBT（Science Based Target Initiative）の申請

「科学的根拠に基づく削減目標」の国際的イニシアティブ

であるSBTの申請を行い、2019年度の認証取得を目指し

ています。

●TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）への賛同

金融安定理事会（FSB）が設置した「気候関連財務情

報開示タスクフォース」（TCFD: Task Force on Climate-

related Financial Disclosure）の最終報告書（TCFD提言）

に賛同するとともに、2019年5月27日に設立された「TCFD

コンソーシアム」に参画しました。

●「気候変動イニシアティブ」への参加

脱炭素社会の実現を目指す国内の企業、自治体、NGO

など多様な主体のネットワークである「気候変動イニシアティブ」

に参加しています。

エコビジョン
考え方

地球温暖化が進み、異常気象が多発するなど私たちの暮らしは環境におけるリスクにさらされています。 私たちは、環境
問題を最重要な課題であるととらえ、このかけがえのない地球環境を保ち続けるために全社一丸で努力していくことが社会の
一員である私たちの重要な使命であると考えています。私たちはその使命を果たすために事業活動を通した環境課題の解
決に向けた取組みを行っていきます。それがサステナビリティ方針で掲げたさまざまなステークホルダーとの接点を永続させて
いくことにつながると考えています。

私たちは一人ひとりが環境問題に対しての見識を深め、法的要求事項および社内基準を遵守し、責任を持ってこの課題
に取り組んで行きます。

行動方針
エネルギーおよび排出ガス削減への取組み
店舗や事業所における事業活動およびすべてのサプライチェーン上で使用するエネルギーおよび排出ガスの継続的削減に取り組みます。

1

循環型社会への対応
お客様、お取引先様とともにご家庭や店頭・事業所で排出される廃棄物のリサイクルに取り組み、資源再利用や再生資源活用を通して
事業活動における資源効率を高めることに取り組みます。

2

低炭素社会に貢献する商品・サービスの提供
店舗・事業所を通して、低炭素社会に貢献する、環境にやさしくまた高い付加価値を持つ商品・サービスを開発しご提供します。

3

推進体制の構築
「サステナビリティ委員会」においてJ.フロント リテイリンググループの環境計画を策定します。この環境計画に基づいてグループ各社は
それぞれ中長期目標を設定し、具体的な行動計画を策定・推進、定期的なレビュー、継続的な改善に取り組みます。

4

環境教育およびステークホルダーとのコミュニケーション
従業員一人ひとりの環境への意識向上に向け、環境に関する啓蒙活動を積極的に推進します。また、ステークホルダーの皆様との積極的な
対話を通した相互の環境への意識向上に取り組みます。
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CO2排出量の進捗と管理

●CO2排出量の第三者保証を取得

CO2削減 の 長期目

標達成に向けて、グルー

プ全体で年度ごとの排

出目標を設定し、進捗

管理を行っていきます。

開示データの客観性・

信頼性を担保する観点

から、CO2削減の基準

年である2017年度と、

2018年度のCO2排出

量・エネルギー使用量について第三者保証を取得しました。

ESG 推進のフラッグシップ店舗
—大丸心斎橋店本館

2019年9月20日に開業を予定している大丸心斎橋店新

本館では、ESG 推進のフラッグシップ店舗として、「低炭素

社会への貢献」に向けた様 な々取り組みを展開していきます。

大丸心斎橋店新本館は、旧本館（2015年度）と比較※し、

2020年度CO2排出量を約7,000t-CO2削減。館内で利

用するすべての電力に再生可能エネルギーを利用するほか、

館内照明の100％LED化も実現します。

 新たに設けられる屋上スペースと7階テラスでは、積極的

な緑化を実施。屋上では緑化スペースを利用してミツバチの

養蜂活動の展開を予定しています。また70台の社用車も順

次電気自動車に切り替える予定です。

環境に配慮した次世代型ビル—新生渋谷PARCO

2019年11月下旬に開業を予定している渋谷PARCOでは、

①屋上広場・立体街路などの魅力的な屋外空間の創出　

②コージェネレーションシステム（CGS）（＊１）を中心とした高

効率エネルギーシステムの積極的導入　③デジタルコミュニケー

ションによるエネルギーの効率的利用の促進の取り組みが評

価され、「サステナブル建

築物等先導事業（省CO2

先導型）」として国土交通

省より採択されました。最

新設備機器の導入にとど

まらず、エネルギー管理シ

ステムを活用した“見える

化”により運転効率を高め

た省CO2型の複合ビルを

実現します。

お客様とともに行う
循環型社会実現への取り組み

大丸松坂屋百貨店で実施している「エコフ（ECOFF）リサ

イクルキャンペーン」は、お客様のご不要となった衣料品・靴・

バッグ等を百貨店店頭にご持参いただき、リユースやリサイク

ルに繋げるとともに、お客様には「ショッピングサポートチケッ

ト」をお渡しし購買につなげるという仕組みです。2016年8

月～2019年4月までの累計回収点数は192万点を突破し、

順調に拡大しています。

※建て替えのため、建物構造は同一ではありません。

＊1	 コージェネレーションシステム（CGS）：熱源より電力と熱を生産し供給する
システムの総称。

ESGのフラッグシップ店舗
大丸心斎橋店新本館
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JFRグループ環境数値実績
2017年度（基準年） 2018年度

CO2排出量（t-CO2） 194,154 182,566

エネルギー使用量（kℓ） 101,143 99,761

独立保証声明書（抜粋）
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